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取組の成果

①　はぐはぐの樹おでかけ広場５か所の内、拠点から遠いエリアにある永田地区センター会場・中村地区
センター会場の２か所について、両地区センターのご協力のもと、７月から「出張ひろば」として午後まで時
間を延長して開催しました。出張ひろばの時だけ登場する玩具を用意して魅力づくりに努めるとともに、開
催日前にはインスタグラムで周知を広げるなど工夫し、午後の時間帯も気軽に立ち寄ってスタッフや他の
利用者と交流できる場を提供することができました。永田地区センターからは、出張ひろばがスタートして
から通常の時でも乳幼児親子の来館が増えたとのお話がありました。
②　「みなともネットワーク」に参加している６か所のひろばは、それぞれの特性を生かした内容で12件の交
流研修会を企画しました。全体で90名のひろばスタッフの参加があり「スタッフ同士顔見知りになり情報交
換できた」「他のひろばの様子を見学でき活動の参考になった」「いろいろなテーマでの集まりがあり学びに
なった」などの感想が聞かれ、今後も継続して欲しいとの要望が多くありました。

取組の課題

①　少しずつ増えつつあるものの、午前に比べると午後の参加者数はまだ少ないのが現状です。さらなる
周知、場作りを工夫していく必要があります。
②　全体では多くの参加がありましたが、開催日時によって人数に偏りがあり、せっかくの機会が生かしき
れない回が生じてしまいました。十分な周知・参加調整が図れるよう、スケジュールに余裕をもって進めら
れると良かったです。

令和7年度重点目標の評価

令和６年度
重点目標

①　南区内の地区センターなどで定期的に開催している「はぐはぐの樹おでかけ広場」を拡充し、拠点から
離れたエリアの親子が交流でき、つながれる機会を増やします。
②　南区の親と子のつどいの広場と拠点による「みなともネットワーク」のつながりを活かしてスタッフ同士
の交流と学び合いを進め、支援の質の更なる向上を目指します。

取組内容

①　室内でゆったりと遊びながら親子が交流でき、必要な子育て情報が得られる場である「おでかけ広場」
5か所の内、拠点から離れたエリアの2か所について開催時間を延長します。それにより、利用者同士やス
タッフと利用者がつながれる機会を増やします。
②　「みなともネットワーク」で実施するスタッフ交流研修会を様々なテーマや開催方法で複数設定し、多く
のスタッフが参加できる機会を作ります。そしてスタッフ同士がざっくばらんに意見交換し、互いの実践に学
び合えるよう工夫します。

事業目的

  市民が安心して子どもを生み育て、子育てに喜びを感じることができる社会環境を形成し、子育てを地域
全体で支援する地域力の創出に寄与することを目的とします。

【事業・施設運営の基本理念】
１　南区における、地域による子育て支援の拠点施設としての運営
２　子どもの視点に立ち、すべての就学前児童及びその養育者、並びに子育てに関する支援活動を行う者
に開かれた運営
３　子どもと家庭を支援する各種の行政等機関・地域等との連携を図る運営
４　利用者の意見、子育てをめぐる社会情勢、市民ニーズの変化に柔軟に対応できる運営
５　子ども及びその養育者の育ちを支援するとともに、養育者自身が事業の担い手として関わることができ
る視点に立った運営
６　地域の人と人とのつながりを広げ、地域ぐるみの子育て支援を目指す運営
７　「横浜市版子育て世代包括支援センターの基本的な考え方」に基づく運営

事業の内容

１　乳幼児の遊びと育ちの場及びその養育者の交流の場の提供（親子の居場所事業）
２　子育てに関する相談及び関係機関との連携に関すること（子育て相談事業）
３　子育てに関する情報の収集及び提供に関すること（情報収集・提供事業）
４　子育てに関する支援活動を行う者同士の連携に関すること（支援者ネットワーク事業）
５　子育てに関する支援活動を行う者の育成、支援に関すること（人材育成、活動支援事業）
６　地域の住民同士で子どもを預け、預かる支え合いの促進に関すること
　　（横浜子育てサポートシステム区支部事務局運営事業）
７　子育て家庭のニーズに応じた施設・事業等の利用の支援に関すること（利用者支援事業）
８　育児参加促進口座休日実施事業

事業の評価
実施方法及び
評価結果の
公表方法

１　今年度の取組状況や利用者アンケート結果等をもとに、協働契約書中の役割分担表の項目に
     沿っ て設定した、今年度の達成目標のうち、当該年度に特に重点的に取り組む達成目標で
     ある「重点目標」について、以下の通り、相互振り返りを踏まえた取組成果と課題を公表します。
２　今年度の取組状況や成果、課題を踏まえ、次年度の重点目標を公表します。

【単年度事業評価様式】

南区地域子育て支援拠点事業
令和７年度重点目標評価結果・令和８年度重点目標

事業実施期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日（４年度目／５か年度）

事業の実施者
特定非営利活動法人さくらザウルス

南区こども家庭支援課
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取組内容

①　　「双子・三つ子の会」「シングルママの会」「外国人ママ・パパのための…」「ダウン症児そだての会」
「パパ限定！日曜はぐはぐ」など様々なテーマでプログラムを設定するとともに、あらたに日曜開館を実施
して、多様な養育者と子どもが来館しやすくします。そして利用者同士の交流が進むようスタッフが働きか
け、つながれる機会を増やします。
②　プログラムやイベントごとにポスター型チラシやミニチラシを作成するとともに、はぐはぐの樹だよりや
ホームページへの掲載、インスタグラムでのリマインド投稿などを行います。また、南区外からも広く参加者
を募りたいイベント・プログラムについては子育て応援サイト「パマトコ」のイベント検索も活用して周知しま
す。

次年度重点目標

令和8年度
重点目標

①　多様な利用者親子が来館するきっかけを作り、利用者同士やスタッフとつながれる機会を増やします。
入園・入学後も、必要な時には、拠点でのつながりが一助になるよう関わっていきます。
②　情報発信について、プログラムやイベントそれぞれの参加対象に合わせた複数の方法を取ることで、
必要な人にタイムリーに届くようにします。


